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請願の趣旨 
 神谷市長様の二期目の選挙公約の一つ「住民自治条例」は平成２１年９月の定例議会で

安城市自治基本条例として可決成立しております。 

 ここで注目すべきは、公約である「住民」という言葉がいつの間にか「市民」に変わっ

てしまい、条例のなかの主役になってしまったことです。地方自治法での「住民」なら問

題はなく、法的、論理的な整合性もあると言えるでしょう。 

 では、この「市民」はどこから登場したのでしょうか。自治基本条例を発案した方たち

が、何らかの意図のもとに広めたとも聞いているし、発案者達が法律等の面では素人だっ

たからとも言えましょう。 

これに対して、本条例を策定、検証した当市の人たちは、どのように考えただろうか。「市

民派」「住民派」に分かれたと聞く。しかし、法的、論理的、合理的に問題が生じない選択

をしたかどうかには疑問が残ります。 

 その最大の理由は関与した人達はたとえ勉強したにせよ法律等の面での素人が中心だっ

たからか。今回の審議会委員もその例にもれないとも思う。 

一方、市政の監視役である議会、議員には、本条例を筋道をたどって検証している人は

少なくないと聞いております。 

そうだとすれば審議会の答申に寄りかかるのではなく、議員として正面から自ら検証し

判断してみることが議会活動の王道であり、議員本来の姿だとは言えないでしょうか。 

 

請願事項 

 「自治基本条例」のなかの「市民」という言葉を全て「住民」に置き換え、神谷市長様

の 賢明で的確な「最初の判断」に基づく公約に沿ったものにしていただきたい。 

 

 




